シメカタメ　ツチ　ノ　リキガク　テキ　セイシツ　ニカンスル　ケンキュウ　1　ガンスイ　ヒ　ガ　シメカタメ　ツチ　ノ　キョウド　トクセイ　ニオヨボス　エイキョウ by 藤本, 昌宣 et al.






Studies on the Mechanical Properties of the Compacted Soil. 
I. Influence of the Water Content on the Strength Characteristics of the Compacted Soil. 
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Summary 
In order to perform the reasonable design, construction and control of soil structure, it is 
necessary to understand well the mechanical properties of compacted soil. 
This paper deals with the influence of molding water content on the strength character-
istics of compacted soil under the constant compactive effort. 
Followings were obtained by the experiments. 
1) The static compression of compacted soil increases monotonously with the increase 
of water content, without any relation to optimum water content. 
2) Under the low level of water content and small normal stress, the behavior of com-
pacted soil corresponds to that of overconsolidated cohesive soil. 
3) As to the horizontal displacement at the failure, the minimum value appears for the 
sample on drier side of the optimum water content at a certain normal stress. Further-
more, it increases with the increase of normal stress under a constant water content. 
4) As shear strength increases, the horizontal displacement at the failure increases un-
der a constant water content and decreases under a constant normal stress. 
5) The maximum shear strength appears on drier side of the optimum water content. 
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Fig. I. Grain size curve. 
実験はまず供試土を風乾させて含水比をがJ1. 0 9ぢ程度とし，次にこれに加水することによって
①9.36，②12.17，①14. 57 (w。μ付近），①16.67，⑥17.94 %の5種類の含水比（平均値）に調
整した． これらの試料に対してそれぞれJISA1210呼び名 1.11）に規定されている 3層25回の
突固めを行い，これをトリミングしたものをセン断試験にbける試料とした．セン断は，試料径
60mm，試料厚さ 20mmの下部移動型一面セン断試験機を使用し .:b・のbの一定の試料に対し









突固め試験結果を含水比ω～淑潤密度 7t，合水比ω～乾燥密度 rdの関係で Fig.2に示す．これ
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であろう． 次に Fig.4はFig.3と同じデータより得られるものであるが， これは飽和土の圧密
試験より描かれる e～logp曲線と定性的に同じものであり， 突固め土の圧縮特性をある程度知
ることができる． 垂直応力 σを0.3～2.Okg/cm2の範囲に限れば， ωの増加にしたがって曲線
のこう配は次第に急に念る． そして ωが18%程度にをると曲線中に曲率が最大と念る点が表わ
れてくる． Fig. 4では σ＝1.3 kg/cm2付近がこの点となっている． つまり飽和粘土をどの圧密

































Influence of molding water content on compression settlement. 
NormαI stress r (kg/cm2) 

























てんは減少し この傾向は σが大きいほど顕著で、ある．つまり Fig.3に示した ω～s.曲線と
定性的には全く同じである．





さらに Fig.5は圧縮終了時の間ゲキ比 e，もあわせて示しているが， これによってセン断時の
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Fig. 5. Influence of water content and normal stress on void ratio. 
第31号（1971)
(3）水平変位
突固め砂質土のセン断応力 T～水平変位 d，， 曲線にj云いては， 非常に高い含水比の場合を除い
ては一般に応力のピークが現われる． このピークすなわち最大セン断応力 T四日の発生する時の
水平変位を d， とすれば，この d， の大きさは試料の含水比 ωや垂直応力 σの大きさによって
変化する．






大きく現われをい．つまり σの大小にかかわらず， 圧縮によりほとんど Sr=lOO%に近い状態
となる． したがって T～d， 曲線にbけるピークはゆるやかな形で， dhfの値も大きくなり，その
差もわずかをものとなる．また乾燥側では，突固め時の （／） j,－よび Srの値が小さく半固体状の領
域にある．このため土粒子は水によるつながりを完全にもつことができず，いわゆるもろい塊で
ある． したがってこの領域にbける d＂＇の値の大きさはこのもろい粒子間結合を拘束する σの
大小によって左右されるものと考えられる．
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Fig. 7. Influcnc巴ofwater content and normal stress on shear strength. 

























できる．この値を (J);to>よびσの関係で， Fig.8に示す． σが小さい場介は1（にバラツキがみら
れるが， σが 1.Okg/cm2以上になると Wopt付近で指数は最も大きくなり，また σの増加につれ
て減少する．そして ωの増加によって Srが高くをり指数は急速に減少してゼロに近っーき，粘性
土と同様に体積変化に対する抵抗は非常に小さくなる6),
次に T血日と破壊時の水平変位 dhfの関係を Fig.9に示す． 4. (3）で一部述べたように， ωが
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Fig. 9. Relationship between horizontal displacement at failure and shear strength. 
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加すると共に粒子聞の結合を拘束するため d， は大きくなる． また σが同ーの場合は ωが①か
ら③の状態、へ移行することにより，＜max は増加し d,,Jは減少する． さらに②から⑤へと進むに
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